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発電を待っ蒸気井

宮城県の鬼首地熱発電所は昭稲50年春の開業を目指して目下建設工

事が進められている.日本では第4の地熱発電所で開業時には周本

では最大の25,OOOkWの出力を持つことに匁る.写真はやがて発電所

に蒸気を供給することに次る生産井群で深さは発電蒸気井としては浅

い300㎜クラスのものである･この地区の地熱探査は電探開発株式会

社によ?て昭和37年秋から始められ最深1,350mまでのボｰリングが

行なわれ100～300mの比較的高温弱酸性300～7001nの比較的低温

弱アノレカリ性700m以下の高温酸性の3層構造力湖らかにされ最終

的に最上部の貯溜層を開発することになったものである1鬼首の地熱

構造は世界でも珍らしいものでこれからの活火山地帯の地熱開発に貢

献することはきわめて大きいと思われる.工1年間の探査技術者の哀歓

を秘めつつ蒸気は天に汗している.

(文月清愛写真正井義郎)�


